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Research of Living Environment Studies : Establishment of the Subject  
and Transition of the Guidelines for the Course of Study
Noriko MATSUDA and Kinzo SHONO
Department of Human Sciences and Arts, Jissen Womenʼs University
   A new subject “Living Environment Studies” started in 1989 at elementary school in 
Japan.  The guidelines for the course of study have changed twice （in 1998 and 2008）.
   We explored all the differences among the three guidelines, and what was the emphasis 
in the subject.  We considered the comparison between the past guidelines, and found that 
the aim of the subject was to improve the quality of “awareness”.
Key words ： Living Environment Studies （生活科），the guidelines for the course of study （学習指導要領），


















































































































































































































































表 1　小学校学習指導要領の比較（平成元年、平成 10 年）
 ※ ＿　変更された表現 ※ ＿　変更された表現























































































































































































































３　小学校学習指導要領に係る新旧対照の考察（平成 10 年改訂〈生活〉と平成 20 年改訂〈生活〉）






















































表２　小学校学習指導要領の比較（平成 10 年、平成 20 年）
 ※ ＿　変更された表現 ※ ＿　変更された表現
 ※ ■　加えられた語句や事項 ※ ■　削除された語句や事項　
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（3）自分自身や自分の生活について考えさせるとともに
（4）その過程において生活上必要な習慣や技能を身に付けさせ
（5）自立への基礎を養う
と五つの要素によって構成されている。この五つの要素の構造を見てみる。（1）と（5）との間に（2）（3）（4）
が組み込まれた構成になっている。生活科の目標を最も端的にいえば「（1）具体的な活動や体験を通して、（5）
自立への基礎を養う。」ということである。生活科の学習においては、「（2）自分と身近な人々、社会及び自
然とのかかわりに関心をもつこと」「（3）自分自身や自分の生活について考えさせる」「（4）その過程におい
て生活上必要な習慣や技能を身に付けさせ」ること等が行われるという構成になっている。
　先に生活科の目標を端的に掲げたが、これについて少し説明を加えておく。生活科の究極的な目標は、言
うまでもなく「自立への基礎を養う」ということである。その際、前述の如く「具体的な体験を通すこと」
が重要であるとした。これは、低学年の児童の発達上の特徴を踏まえてのことである。低学年の児童は、具
体的な活動や体験を通して思考すると言及されている。ここで言う「具体的な活動や体験」では、まず学習
対象に直接働き掛け、見る、聞く、触れる、作る、探す、育てる、遊ぶ等の学習活動を展開し、そしてその
過程において得た楽しさや気付きを言葉、絵、動作、劇化等の方法によって表現する学習活動を展開するこ
とを願っている。
　斯様な具体的な活動や体験を通して「自立への基礎を養っ」ていくのである。ここで言う「自立」には「学
習上の自立」「生活上の自立」「精神的な自立」の三つの側面が存在し、これらは相互の支え合い補い合いな
がら、豊かな生活を生み出していくことに役立てられるものである。
●「第２　各学年の目標」について
　新旧対照表を一覧して気付くことは、新学習指導要領では、従来より１項目増えて４項目の内容になって
いることである。新設された目標（3）は、生活科の目標である「具体的な活動や体験を通して、自分と身
近な人々、社会及び自然とのかかわりに関心をもち、自分自身や自分の生活について考えさせる」ことの具
体的顕現であり、そこでは学習活動の充実を志向していることが分かる。そのことは、生活科の目標の「具
体的な活動や体験を通して、自分と身近な人々、社会及び自然とのかかわりに関心をもち」と目標（3）の「身
近な人々、社会及び自然とのかかわりを深めることを通して」、そして生活科の目標の「自分自身や自分の
生活について考えさせる」と目標（3）の「自分のよさや可能性に気付き」とをそれぞれ対比してみるとき
想像に難くない。就中、目標（3）においては、従来の学習指導要領においても重要視してきた「自分のよ
さや可能性に気付」くということを一層重視し、その学習の充実を図っている。
　斯様な「気付き」の重要性は、他の目標においても認められる。以下その様相を中核に据えてそれぞれの
目標の特色について考察を加える。
　目標（1）においては、「地域のよさに気付き」と「安全」の文言が付加されている。まず、前者の「地域
のよさに気付き」は、前述した中央教育審議会答申の「生活の課題」を踏まえて掲げられていたものである。
これは、「活動しているだけでは意味がない。」という批判に対応するためである。「地域のよさに気付き」
を中核に据えて目標（1）に目を転じてみると、そこでは「地域のよさに気付き」の後の「愛着をもつこと
ができるようにする」という文言があることに気付く。ここでは、「愛着をもつ」基盤として、「地域のよさ
に気付」くという学習活動の充実を願っている。一方、後者の「安全」も前述した中央教育審議会答申の「生
活の課題」を踏まえ掲げられたものである。「安全」をめぐっては、自然災害、交通災害、人的災害等に十
分気を付けて、適切な行動、危険を回避する行動等ができることを願っている。以上のことから、目標（1）は、
主に自分と社会とのかかわりに関する内容であることが分かる。
　目標（2）においては、「自然のすばらしさに気付き」という文言が付加されている。これも、前述した中
央教育審議会答申の「生活の課題」を踏まえて掲げられたものである。「自然のすばらしさに気付」くとは、
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言うまでもなく自然の美しさ、巧みさ、不思議さ、面白さ等に気付くことである。そして、それを契機にして、
自然を大切にしたり、自分達の遊びや生活を豊かにしたりすることができるようにすることを願っている。
目標（1）が主に自分と社会とのかかわりに関する内容であるのに対して、目標（2）は主に自分と自然との
かかわりに関する内容である。
　目標（4）においては、「の方法」と「考えることが」等の文言が付加されている。これも、前述した中央
教育審議会答申の「生活の課題」を踏まえて掲げられたものである。「表現し、考える」とあるので、気付
いたことを様々な表現活動によって振り返り、気付きの自覚とその価値を見出すという「思考と表現の一体
化」を重要視した学習活動の展開を願っている。目標（4）は、生活科特有の学び方に関する目標である。
２　内容 ２　内容
（1）学校の施設の様子及び先生など学校生活を支
えている人々や友達のことが分かり、楽しく安
心して遊びや生活ができるようにするとともに、
通学路の様子やその安全を守っている人々など
に関心をもち、安全な登下校ができるようにす
る。
（1）学校の施設の様子及び先生など学校生活を支
えている人々や友達のことが分かり、楽しく安
心して遊びや生活ができるようにするとともに、
通学路の様子などに関心をもち、安全な登下校
ができるようにする。
（2）家庭生活を支えている家族のことや自分でで
きることなどについて考え、自分の役割を積極
的に果たすとともに、規則正しく健康に気を付
けて生活することができるようにする。
（2）家庭生活を支えている家族のことや自分でで
きることなどについて考え、自分の役割を積極
的に果たすとともに、規則正しく健康に気を付
けて生活することができるようにする。
（3）自分たちの生活は地域で生活したり働いたり
している人々や様々な場所とかかわっているこ
とが分かり、それらに親しみや愛着をもち、人々
と適切に接することや安全に生活することがで
きるようにする。
（3）自分たちの生活は地域の人々や様々な場所と
かかわっていることが分かり、それらに親しみ
をもち、人々と適切に接することや安全に生活
することができるようにする。
（4）公共物や公共施設を利用し、身の回りにはみ
んなで使うものがあることやそれを支えている
人々がいることなどが分かり、それらを大切に
し、安全に気を付けて正しく利用することがで
きるようにする。
（4）公共物や公共施設はみんなのものであること
やそれを支えている人々がいることなどが分か
り、それらを大切にし、安全に気を付けて正し
く利用することができるようにする。
（5）身近な自然を観察したり、季節や地域の行事
にかかわる活動を行ったりなどして、四季の変
化や季節によって生活の様子が変わることに気
付き、自分たちの生活を工夫したり楽しくした
りできるようにする。
（5）身近な自然を観察したり、季節や地域の行事
にかかわる活動を行ったりして、四季の変化や
季節によって生活の様子が変わることに気付き、
自分たちの生活を工夫したり楽しくしたりでき
るようにする。
（6）身近な自然を利用したり、身近にある物を使っ
たりなどして、遊びや遊びに使う物を工夫して
つくり、その面白さや自然の不思議さに気付き、
みんなで遊びを楽しむことができるようにする。
（6）身の回りの自然を利用したり、身近にある物
を使ったりなどして遊びを工夫し、みんなで遊
びを楽しむことができるようにする。
（7）動物を飼ったり植物を育てたりして、それら
の育つ場所、変化や成長の様子に関心をもち、
また、それらは生命をもっていることや成長し
（7）動物を飼ったり植物を育てたりして、それら
の育つ場所、変化や成長の様子に関心をもち、
また、それらは生命をもっていることや成長し
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　ていることに気付き、生き物への親しみをもち、
大切にすることができるようにする。
　ていることに気付き、生き物への親しみをもち、
大切にすることができるようにする。
（8） 自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と
伝え合う活動を行い、身近な人々とかかわるこ
との楽しさが分かり、進んで交流することがで
きるようにする。
（9） 自分自身の成長を振り返り、多くの人々の支え
により自分が大きくなったこと、自分でできる
ようになったこと、役割が増えたことなどが分
かり、これまでの生活や成長を支えてくれた人々
に感謝の気持ちをもつとともに、これからの成
長への願いをもって、意欲的に生活することが
できるようにする。
（8） 多くの人々の支えにより自分が大きくなったこ
と、自分でできるようになったこと、役割が増
えたことなどが分かり、これまでの生活や成長
を支えてくれた人々に感謝の気持ちをもつとと
もに、これからの成長への願いをもって、意欲
的に生活することができるようにする。
●「２　内容」について
　新旧対照表を一覧して気付くことは、新学習指導要領で、従来より１項目増やして９項目の内容になって
いることである。それは、内容（1）、（2）、（3）が児童を取り巻く身近な環境に関する内容、内容（4）、（5）、
（6）、（7）が児童の生活を豊かにするため、体験させる活動に関する内容、内容（9）が内容（1）から内容（8）
までの総ての内容と関わり、自分自身や成長を考えることに関する内容と概ね三者より構成されている。上
記の９項目の中で内容（2）と内容（7）以外は、変更が認められる。以下に順を追って少し考察を加える。
　内容（1）では、「その安全を守っている人々」という文言が付加されている。これは、児童を取り巻く環
境が変化する中で、学校の生活だけでなく、登下校も含めて、楽しく安心で安全な生活ができるようにする
ことが課題となっていることを踏まえてのことである。従来の学習指導要領においては、通学路の様子が中
核となっていたが、今回はそれに加えて「その安全を守っている人々」等への関心を持つことが加えられた。
ここでは、子供 110 番の家、登下校を見守る地域のボランティアの人々へのかかわりを十分意識することを
願っている。
　内容（3）では、「地域の人々」が「生活したり働いたりしている」に、「親しみをもち」は「親しみや愛
着をもち」にそれぞれ変更されている。これは、前述した目標（1）の「地域のよさに気付き」（新たに加え
られた文言）や「愛着をもつことができるようにする」等の内容を踏まえて、具現化されたものである。変
更された前者の文言に着目してみると、そこでは地域で生活したり働いたりしている人々の姿を見たり、話
を聞いたりして自分の身近に多くの人々（幼児、高齢者等）が生活し、様々な仕事に携わっている人がいる
ことに気付く活動の展開を願っていることが分かる。一方、変更された後者の文言では、児童が地域に出掛
け活動することを通して、地域の人々の良さや場所のよさに気付き、それを基に好きになり、大切に思う気
持ちを育てる活動の展開を願っていることが分かる。
　内容（4）では、「公共施設」が「公共施設を利用し」に、「みんなのものであること」が「身の回りには
みんなで使うものがあること」にそれぞれ変更されている。まず、前者について考えてみる。これは、公共
物や公共施設等を見たり、聞いたりする活動に止まることなく、実際に公共物や公共施設を利用する中で施
設、人とかかわりながら利用の仕方等をめぐって考えさせることを重要視したからである。一方、後者につ
いて考えてみる。これは、児童が普段生活する中で、身の回りには様々な公共物や公共施設があり、多くの
人がそれらを利用していることに気付くことを重要視したからである。
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　内容（5）では、文言に関する大きな変化は認められない。しかし、「行ったりして」が「行ったりなどして」
に変更されている。ここでは、「……観察したり、……活動を行ったり」という文言からは、学習指導要領
に記述された活動のみが展開されたという反省に立ち、趣旨に適う多様な活動を学校の実情に鑑み、展開さ
れることを願って記述が改められたことが分かる。斯様な活動によって児童は季節と自分の生活との繋がり
気付くのである。ここでは、こうしたことが基盤となり、児童が自分たちの生活を工夫したり、楽しんだり
していくことを願っている。
　内容（6）では、「身の回りの」が「身近な」に、「遊びを工夫し」が「遊びや遊びに使うものを工夫して
つくり」にそれぞれ変更されている。加えて、「その面白さや自然の不思議さに気付き」という文言が付加
されている。「遊びや遊びに使うものを工夫してつくり」という文言からは、児童が生活の中で身近にある
草花や木の実等の自然のものや、砂や土、風や光等の自然の事象を利用したり、紙、ひも、ポリ袋、空き箱、
輪ゴム等を使って遊びや遊びに使うものを工夫して作ったりする楽しさを味わうことを願っていることが分
かる。そして、その過程において児童は、比べたり、繰り返したり、試したりする活動を通して面白さや自
然の不思議さに気付くのである。
　内容（8）は、新設されたものである。ここでは、学校や家庭、地域で起きた児童一人ひとりの心に残る
出来事をめぐって、言葉を中心にした伝え合う活動を行い、身近な人と関わることの楽しさを味わい、交流
できるようにすることを願っている。言うまでもなく伝えるための方法（話したり、書いたりする言葉によ
る方法、絵や身体表現等による方法等）を身に付けるようにすることも願っている。
　内容（9）では、「自分自身の成長を振り返り」という文言が付加されている。これは、自分自身の成長を
振り返る学習活動を、実際に行うことを意味している。就中ここでは、他者より「大きくなったね。」と言
われるだけでなく、児童自身が「自分が大きくなった。自分ができるようになった。」と誇らしげにいえる
ことを願っている。つまり、自分の成長への気付きを確かに捉えさせることを願っている。そのためには、
過去の自分自身と対比できるようにしたり、自分の成長に共感したり喜んだりしてくれる家族や友達の存在
に気付くような手立てを講じることである。更に、自分の成長を支えてくれた多くの人々への感謝の気持ち
が芽生えるように学習活動を工夫することである。
第３　指導計画の作成と内容の取扱い 第３　指導計画の作成と内容の取扱い
１　指導計画の作成に当たっては、次の事項に配
慮するものとする。
１　指導計画の作成に当たっては、次の事項に配
慮するものとする。
（1）自分と地域の人々、社会及び自然とのかかわ
りが具体的に把握できるような学習活動を行う
こととし、校外での活動を積極的に取り入れる
こと。
（1）地域の人々、社会及び自然を生かすとともに、
それらを一体的に扱うように学習活動を工夫す
ること。
（2）第２の内容の（7）については、２学年にわたっ
て取り扱うものとし、動物や植物へかかわり方
が深まるよう継続的な飼育、栽培を行うように
すること。
（2）自分と地域の人々、社会及び自然とのかかわ
りが具体的に把握できるような学習活動を行う
こととし、校外での活動を積極的に取り入れる
こと。なお、必要に応じて手紙や電話などを用
い伝え合う活動についても工夫すること。
（3）国語科、音楽科、図画工作科など他教科等と
の関連を積極的に図り、指導の効果を高めるよ
うにすること。特に、第１学年入学当初におい
ては、生活科を中心とした合科的な指導を行う
などの工夫をすること。
（3）具体的な活動や体験を行うに当たっては、身
近な幼児や高齢者、障害のある児童生徒などの
多様な人々と触れ合うことができるようにする
こと。
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（4）第１章総則の第１の２及び第３章道徳の第１
に示す道徳教育の目標に基づき、道徳の時間な
どとの関連を考慮しながら、第３章道徳の第２
に示す内容について、生活科の特質に応じて適
切な指導をすること。
（4）第２の内容の（7）については、２学年にわたっ
て取り扱うものとし、動物や植物へのかかわり
方が次第に深まるようにすること。
（5） 生活上必要な習慣や技能の指導については、人、
社会、自然及び自分自身にかかわる学習活動の
展開に即して行うようにすること。
（6） 国語、音楽、図画工作など他教科等との関連を
図り、指導の効果を高めるようにすること。
２　第２の内容の取扱いについては、次の事項に
配慮するものとする。
（1）地域の人々、社会及び自然を生かすとともに、
それらを一体的に扱うよう学習活動を工夫する
こと。
（2）具体的な活動や体験を通して気付いたことを
基に考えさせるため、見付ける、比べる、たと
えるなどの多様な学習活動を工夫すること。
（3）具体的な活動や体験を行うに当たっては、身
近な幼児や高齢者、障害のある児童生徒などの
多様な人々と触れ合うことができるようにする
こと。
（4）生活上必要な習慣や技能の指導については、人、
社会、自然及び自分自身にかかわる学習活動の
展開に即して行うようにすること。
●「第３　指導計画の作成と内容の取扱い」について
　新旧対照表を一覧して気付くことは、「指導計画の作成に当たっての配慮事項」と「内容の取扱いの配慮事
項」と明確に区分していることである。従来の（2）（4）（6）が前者に、（1）（3）（5）が後者に位置付けられ
ている。
　まず、前者の内容について見てみる。（3）の「特に、第１学年入学当初においては、生活科を中心とした
合科的な指導を行うなどの工夫をすること。」は、新たに加えられた文言である。これは、幼稚園教育より小
学校への円滑な接続を図るために設けられた内容である。総合的に学ぶ幼児教育の成果を小学校に生かすこ
とによって、小１プロブレム等の問題を解決し、学校生活への適応を進めることになるものと期待されるの
である。
　（4）は、新たに加えられた内容である。ここでは、生活科と道徳教育との関連を重要視している。生活科
では、具体的な活動や体験を通して学ぶ教科の特質より、生命尊重や自尊感情、生活上必要な習慣や規範意識、
人間関係を構築する力や社会性等、いずれも道徳教育と密接な関わりを持つ内容である。斯様なことからも、
ここでは、指導計画の作成の折には、道徳教育との関連に留意し、指導の充実が図られようにすることを願っ
ていることが分かる。
　次いで、後者の内容について見てみる。（2）の「具体的な活動や体験を通して気付いたことを基に考えさ
せるため、見付ける、比べる、たとえるなどの多様な学習活動を工夫すること。」は、新たに加えられた内容
である。ここでは、児童の気付きを質的に高めるために「見付ける、比べる、たとえる」等の多様な学習活
動を工夫することを重要視している。斯様な背景には、従来の学習活動においては、体験だけに終わってい
ることや、活動や体験を通して得られた気付きを質的に高める指導が不十分であったという指摘があったた
めである。
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　平成元年、平成 10 年改定の学習指導要領の比較に
より、以下のことが考察される。まず、大きな変更点
として、内容が２学年で各６項目（合計 12 項目）あっ
たものを、８項目の内容に再構成したことである。新
たな８項目の内容は、学校と生活、家庭と生活、地域
と生活、公共物や公共施設の利用、季節の変化と生活、
自然や物を使った遊び、動植物の飼育・栽培、自分の
成長となっている。これまで２学年に分かれて決めら
れていた事項が２学年まとめて示されることで、どの
内容をどの学年で扱うかなどは、各学校が地域や児童
の実態に応じて判断できるようになった。また児童の
現状として、核家族化、少子化・高齢化などの社会の
変化に伴って、人とのかかわりが希薄化されているこ
とが指摘されており、人とのかかわりや地域などの多
様な人々との触れ合いから、集団や社会の一員として
のあり方を考え、自立への基礎を養うことができるよ
うに考案されている。
　さらに今回は、表題に示した如く平成 20 年３月改
訂の学習指導要領（生活科）に視点を当て、それと平
成 10 年改訂学習指導要領との対比を試み、それを基
に生活科改訂の様相を探ってきた。前述の如く今回の
学習指導要領においては、「気付き」の質を高める観
点から活動や体験を一層充実するための活動を重視し
ていること、児童を取り巻く環境の変化を考慮し、「安
全教育に関する内容」と「自然の素晴らしさ、生命に
尊さを実感する指導」等の充実を図っていること、更
に地域の出来事等を「身近な人に伝え合う活動」を行
い、「人と関わる楽しさ」が分かり進んで交流できる
ようにする旨の事項が新設されたこと等が明らかに
なった。「気付き」をめぐっては、「個別的な気付き」
から「関連付けられた気付き」へ、そして「対象への
気付き」から「自分自身への気付き」へとその質を高
めるような学習活動を構想していることが明らかに
なった。「安全教育」と「生命に尊さ」をめぐっては、
安全を守ってくれる人々の存在に気付くこと、そして
自然に触れたり、植物等を世話したりして生命あるも
のへの思いを育むこと等を重要視していることが明ら
かになった。更に、「伝え合う活動」等をめぐっては、
就中、各単元の終末の段階において、「振り返り」「整
理」「伝え合う」等の活動によって、個々の「気付き」
を全員で共有するという交流する活動を重要視してい
ることが明らかになった。
　斯様な生活科の改訂のポイントに鑑み、今後は生活
科における学習指導の展開の様相を具体的に検討して
いくことが課題となろう。この課題をめぐっては、稿
を改めて論じることにする。
　
注
１） 水原克敏（1992）：『現代日本の教育課程改革』　風間
書房、p.552。
２） 文部省小学校課（1983）：『初等教育資料　№ 447』　
東洋館、p.76。
３） 文部省小学校課（1986）：『初等教育資料　№ 488』　
東洋館、p.63。
４） 同上書、pp.63－64。
５） 同上書、p.64。
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